
 

令和６年度 東京の農業振興に向けた専門懇談会（第３回） 

次第 

 
日 時 ：令和７年２月６日（木） 

14 時 00 分～16 時 00 分 
場 所 ：都庁第一本庁舎 33 階北塔 
          特別会議室 N3 

１ 開会                       

２ 議事 

来年度の取組の方向性                     

３ 閉会                     
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東京の農業振興に向けた
専門懇談会
（第３回）



次世代の方に農業を選択してもらうための取組

◼ 若者が「やってみたい」「いいな」と思う東京農業
を実現するための支援を強化
➢ 自由で柔軟な発想による農業の継承に向け、施設等の
導入を支援【拡】

➢ 農業のDXや最新型トラクターの導入等、スマートな
農業の実現を後押し

担い手となりうる多様な人材の取込

農業人材の確保・育成1

1

◼ 東京で暮らす・働く多様な人材を活用し、
東京らしい農業への関わり方を提案
➢ 雇用就農希望者を育成する研修を新たに実施【拡】
➢ 大学などの関係機関と連携し、農業の多様な担い手
を育てる拠点施設を整備



ブランド化促進のための多角的な支援

農業体験農園の開設・運営を後押し

◼ 都市農業への理解や収益の確保につながる農業体験
農園を幅広く普及
➢ 農業体験農園の普及啓発や運営に関するスキルの習得
支援など行い、開設を促進【新】

➢ 人材不足に悩む体験農園等へノウハウを有する
スタッフを派遣し、運営を支援【新】

農業所得の向上２

2

◼ 東京の強みを生かして農家個々のブランド化を
促進し、競争を勝ち抜く経営体を育成
➢ 複数の専門家で構成する支援チームで農業者の
ブランド化に向けた総合的な支援を実施【拡】

➢ 農業者と取引先をマッチングするサイトを開設し
て高付加価値での販売を支援【拡】

➢ エコ農産物の販売拠点の設置や生産量増加のため
の支援【新】



農地の貸借や創出の積極的な推進

◼ 貴重な都市農地の保全につなげるため、農地の貸借を
より一層促進するとともに、新たに農地を作る取組も
支援
➢ 農地を長期貸借する土地所有者に対する奨励金を
大幅に拡充【拡】

➢ 農地の創出や遊休農地の再生に取り組む農業者の負担を軽減
する支援を強化【拡】

貴重な都内農地の保全３

◼ 都内の農地を保全するため、都内農業者による隣接県で
の耕作も支援
➢ 認定農業者の施設整備や機械導入などを支援【拡】

経営拡大への支援を通じた都内農地の保全都外農地でも
支援が受けれる！

3



選ばれる職場づくりに向けた働き方改革の推進

求められる働き方改革４

◼ 農業の働く場としての魅力を高め、農業者の長期にわ
たる活躍と新たな担い手の参入を促進し、持続可能な
東京農業を実現
➢ 「東京農業の働き方ガイドライン」を策定【新】
➢ エアコン付きトラクターやトイレ・シャワー室の設置
など、働き方改革に取り組む農業者を支援【拡】

4

プロモーションによる高付加価値化５

東京産食材の価値創造による需要の喚起

◼ 東京産食材の魅力を多様な機会や媒体を通じて
広く発信し、新たな需要の喚起と購買行動に誘導

➢ 多様なチャネルを使って消費者にアプローチするクロスメディア
マーケティングの展開【拡】

➢ 東京のロゴマークを活用した東京ブランドとしての統一的なPR 【拡】
➢ 国際イベントやレセプション等の機会を捉えたPRにより、クオリティを
重視するハイエンド消費者への訴求とインバウンド需要を獲得【新】



エコ農産物等への理解・生産促進

◼ 環境負荷を低減して生産した農産物を選択・
消費するムーブメントを創出

➢エコ農産物の販売拠点の設置や生産量増加のため
の支援【新】（再掲）

➢認証生産者の生産施設整備を支援【拡】
5

環境配慮型農業への転換６

農業におけるゼロエミッションの推進

◼ 未利用資源の地域内循環や環境にやさしい資材の
導入を進め、CO２や廃棄物を削減

➢生分解性や長期利用可能な資材の導入を促し、環境に
配慮する農業を推進【新】

➢有機質肥料の利用や堆肥の袋詰機等の導入を支援し、
都内の堆肥流通を促進【拡】


